
        
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                           
 

 
 
 
 
 
 

令和 8 年度から公園愛護会費が 2８％増額になります。 

■愛護会活動面積（活動している公園面積）  

3,000 ㎡未満 （変更前）20,000 円⇒（変更後）25,600 円 

15,000 ㎡未満 （変更前）30,000 円⇒（変更後）38,400 円 

30,000 ㎡未満 （変更前）40,000 円⇒（変更後）51,200 円 

愛護会費の支払いは 7 月が目安になります。 

■他の公園愛護会は愛護会費を何に使っているの？ 

ご提出いただいた活動収支報告書からピックアップしてみました。 

１、 活動参加者飲み物代…活動時のお茶やスポーツドリンクなどに使われています。 

               一緒にお茶菓子などを購入されている愛護会もあります。 

２、活動にともなう道具や用具代・・・土木事務所では支給していない剪定バサミ、刈込バサミ等

の道具等を購入されています。 

３、花・苗の購入費用・・・春・夏用の花苗や宿根草の購入、また土や肥料等と購入されています。 

                ※ 土木事務所では秋に花苗を配布しています。 

他にはイベント開催（焼き芋大会、お花見ランチ会、シャボン玉イベント、花壇づくり講師謝礼）等

がありました。愛護会費を有効にご使用いただきありがとうございます。 

■公園愛護会費の繰越について 

公園愛護会費は翌年に繰越することはできますが、できるだけ年度内にお使いいただくようお

願いします。また残金がたくさんある場合は、電動の二枚刃草刈機、トリマー、ブロワーなどの購入

にもご使用いただけます。その場合、土木事務所で貸出している機材を試しに使っていただく事も

できますので、愛護会担当までご相談ください。 

大曽根第三公園 

ジンダイアケボノを植樹しました 

飲み物も花苗
も値上がりし
ているから助
かるね！ 

サクラの名所として地域でも評判の公園

でしたが、ここ数年倒木の危険のあるサク

ラを数本伐採しました。そこで今年 2 月に

新しいサクラの苗木を 2 本植樹しました。 

愛護会の皆様
にも植樹にご
参加していた
だきました。 
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新吉田町公園がリニューアルしました 

土木事務所の 
WEB サイトは 
こちら 

「よこむすび」とは横浜市で運営をしている地域活動団体（公園愛護会も含む）のイベント情報

やボランティア募集情報を集めたポータルサイトです。港北区では 3 月から登録がスタートしまし

た。高校・大学などにもＰＲを広げており、ボランティアをしたい人をつなぐ役割をしています。 

 

茇茈公園愛護会も登録をしているの？ 

港北区でも説明会に参加された公園愛護会は早速登録されました。 

他区でも登録は徐々に増えています。 

茇茈登録するメリットは何？ 

自分たちの活動を知ってもらい、参加者が増えるきっかけづくりになります。 

新しい会員を集めたい公園愛護会はご登録していただき、活動のＰＲをすることをお勧めします。 

茇茈イベント情報も周知できるの？ 

参加者募集から、実施の可否も発信できます。雨天時の活動中止や延期も簡単に発信できます。 

茇茈登録は難しくないの？ 

スマホがあれば、簡単に登録が可能です。登録や操作が不安な方は港北区役所 4 階の 4７番窓口

地域力推進担当で操作方法を教えてもらうこともできます。（事前に予約をお願します） 

茇茈まぎらわしい情報や団体はないの？ 

お申込みされた団体は区役所で審査のうえ、正式に登録となりますので、 

ご安心ください。横浜市に登録されている公園愛護会はすべて OK です。 

利用者も安心してボランティアやイベントを探すことができます。 

 

よこむすび — 横浜地域活動・ボランティア情報サイトの紹介 ― 

よこむすびの 
WEB サイトは 
こちら 

これまでは公園の北側に広場があり、南側はおもに幼

児向け遊具がありましたが、小学生の利用も多かったた

め、北側の一部にジャングルジムやのぼり棒、大きな滑り

台など、小学生向けの遊具を設置し、公園に来る子ども

たちがみんな遊べる公園に生まれ変わりました。 


